
はだの議会だより〘5〙令和 2年（2020 年）2 月16日（日）  第 235号

議
案
第
51
号
　
秦
野
市
特
別
職
職
員
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要
　
旨

　

本
市
職
員
の
勤
勉
手
当
の
支
給
率
の

引
き
上
げ
に
準
じ
て
、
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
引
き

上
げ
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
し
、
期
末
手
当
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て
は
、
令
和
元
年
12
月
１
日
か
ら

適
用
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
市
職
員
の
勤
勉
手
当
の
支
給
率
の

引
き
上
げ
に
準
じ
て
と
あ
る
が
、
市
職

員
の
勤
勉
手
当
の
支
給
率
に
準
じ
る
理

風水害時の避難所となっている大根公民館

台風第19号で被害を受けた市道

若者の自立･就職の本市の相談ポスター

愛知県一宮市のOCR（光学文字認識）
-RPAによるシステム入力業務の省力化

（総務省HPより）

創
　
和
　
会
　
　
　
阿
蘇
　
佳
一

一
　
台
風
19
号
の
被
害
に
つ
い
て

問　
①
市
道
18
号
線
の
復
旧
に
２
億
３

５
０
０
万
円
、
農
地
な
ど
の
復
旧
に
約

４
３
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が

被
害
状
況
は
、
②
東
田
原
地
区
に
お
け

る
住
宅
敷
地
内
の
土
砂
流
出
へ
の
対
応

は
、
ど
う
か
。

答　
①
被
害
は
３
１
１
件
に
上
り
、
被

害
総
額
は
約
４
億
１
８
０
０
万
円
と
見

込
ん
で
い
る
。
②
県
の
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
事
業
と
し
て
測
量
を
行
う
予
定
で

あ
り
、
速
や
か
な
対
策
を
進
め
る
。

二
　
伸
び
や
か
に
生
き
ら
れ
る
社
会
環

境
に
つ
い
て

問　
①
認
知
件
数
が
大
幅
な
増
加
傾
向

に
あ
る
い
じ
め
の
現
状
は
、
②
大
阪
府

無
　
所
　
属
　
　
　
吉
村
　
慶
一

一
　
防
災
に
つ
い
て

問　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
「
台
風
第

19
号
の
折
、
綾
瀬
市
で
は
、
駐
車
場
の

ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
避
難
所
へ
の
避
難
を

市
民
が
た
め
ら
っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ

る
。
本
市
の
場
合
、
風
水
害
時
の
避
難

所
に
は
公
民
館
が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

イ
オ
ン
秦
野
店
の
駐
車
場
を
使
用
で
き

る
本
町
公
民
館
や
、
駐
車
場
が
十
分
に

あ
る
北
公
民
館
が
あ
る
一
方
で
、
大
根

・
鶴
巻
・
南
公
民
館
の
よ
う
に
、
駐
車

場
が
不
十
分
な
公
民
館
も
あ
る
。
市
民

市
民
ク
ラ
ブ
　
　
　
八
尋
　
伸
二

一
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

問　
現
在
、
本
市
で
実
施
し
て
い
る
業

務
効
率
向
上
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
元
年
度
中
に
「
公
共
料
金
の

一
括
口
座
振
替
」
の
導
入
を
予
定
し
て

い
る
。
平
成
30
年
度
の
お
お
ね
公
園
で

の
不
適
切
な
事
務
処
理
事
案
も
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
れ
ば
防
ぐ

こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
行
財
政
運
営

の
最
適
化
の
取
り
組
み
の
中
で
業
務
効

率
化
を
継
続
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
市
職
員
の
過
去
10
年
間
の
事
務
処

理
誤
り
と
多
忙
化
と
の
因
果
関
係
は
あ

る
と
考
え
て
い
る
か
。

答　
事
務
手
続
き
に
よ
る
誤
送
付
や
誤

賦
課
な
ど
を
理
由
に
職
員
を
処
分
、
措

置
し
た
件
数
は
、
平
成
21
〜
27
年
度
ま

で
は
年
１
〜
２
件
で
推
移
し
て
い
た
が
、

28
年
度
以
降
は
年
６
〜
８
件
と
増
加
傾

向
に
あ
り
、
業
務
量
の
増
加
が
そ
の
要

因
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

問　
市
税
な
ど
の
口
座
振
替
デ
ー
タ
を

現
在
製
造
が
さ
れ
て
い
な
い
記
録
媒
体

に
格
納
し
、
金
融
機
関
に
運
搬
す
る
非

効
率
か
つ
デ
ー
タ
流
出
の
危
険
性
が
あ

る
業
務
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
対

策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
切
り
替
え
を
前
提
と
し
た
具
体
的

な
方
法
な
ど
に
つ
い
て
関
係
部
署
と
検

日
本
共
産
党
　
　
　
佐
藤
　
文
昭

一
　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

問　
平
成
30
年
度
か
ら
開
始
し
た
若
者

の
自
立
・
就
職
の
相
談
状
況
や
周
知
は

ど
の
よ
う
か
。

答　
当
事
者
や
家
族
を
対
象
に
専
門
相

談
員
が
電
話
や
面
接
に
よ
る
相
談
を
受

け
て
お
り
、
30
年
度
は
52
人
か
ら
相
談

が
あ
り
、
う
ち
８
人
が
本
人
か
ら
の
相

談
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
病
院
や
歯
科
医

院
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
周
知
に
努
め

て
い
る
。

問　
消
費
増
税
に
伴
う
影
響
の
緩
和
を

目
的
と
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

申
請
率
が
低
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
令
和
元
年
12
月
時
点
で
対
象
者
の

約
40
％
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
。
広
報
紙

な
ど
で
の
周
知
や
申
請
書
の
作
成
支
援

な
ど
に
よ
り
申
請
に
つ
な
げ
た
い
。

二
　
教
育
施
策
に
つ
い
て

問　
学
校
業
務
改
善
方
針
に
基
づ
く
、

教
職
員
の
負
担
軽
減
の
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
か
。

答　
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
在
校
時
間
の

議
案
第
50
号
　
秦
野
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と

に
つ
い
て

▼
要
　
旨

　

国
家
公
務
員
に
準
じ
て
、
本
市
職
員

の
給
料
月
額
と
勤
勉
手
当
の
支
給
率
を

引
き
上
げ
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
し
、
給
料
月
額
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て
は
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
、

勤
勉
手
当
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
令

和
元
年
12
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
市
職
員

議
提
議
案
第
６
号
　
秦
野
市
議
会
議
員

の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て

▼
要
　
旨

　

議
員
期
末
手
当
の
支
給
率
を
０
・
０

５
月
引
き
上
げ
、
年
間
４
・
３
月
と
す

る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
し
、
期
末
手
当
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て
は
、
令
和
元
年
12
月
１
日
か
ら

適
用
す
る
も
の
。

▼
本
会
議
で
の
主
な
質
疑

の
女
児
が
栃
木
県
で
保
護
さ
れ
た
事
件

な
ど
家
出
の
き
っ
か
け
と
な
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
の
対
策
は
、
ど
う
か
。

答　
①
平
成
30
年
度
は
小
学
校
１
１
６

２
件
、
中
学
校
２
１
６
件
と
増
加
し
た
。

②
情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
加
え
、
新
し
い

情
報
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
、
子
ど
も

を
犯
罪
か
ら
守
り
た
い
。

三
　
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

に
つ
い
て

問　
①
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
被
害
額
が
平

成
30
年
は
１
億
円
を
超
え
、
令
和
元
年

も
６
千
万
円
近
く
と
な
っ
て
い
る
が
、

②
大
麻
の
密
売
や
所
持
で
過
去
最
多
の

２
０
９
３
人
が
摘
発
さ
れ
、
検
挙
者
の

う
ち
20
代
が
43
％
、
10
代
が
13
・
５
％

だ
が
、
対
策
は
ど
う
か
。

が
避
難
を
た
め
ら
わ
な
い
よ
う
に
す
る

対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
本
市
に
お
い
て
も
、
台
風
第
19
号

に
お
け
る
避
難
者
の
約
７
割
は
車
に
よ

る
避
難
で
あ
っ
た
。
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

十
分
で
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
市
民
が

避
難
す
る
こ
と
を
た
め
ら
わ
な
い
よ
う
、

公
民
館
周
辺
の
公
共
施
設
や
企
業
な
ど

の
敷
地
を
活
用
す
る
仕
組
み
を
整
え
る

と
と
も
に
、
事
前
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
風
水
害
時
の
緊
急
情
報
メ
ー
ル

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
避
難
所
開
設

情
報
に
は
、
駐
車
場
の
情
報
も
加
え
て
、

確
実
な
避
難
行
動
に
つ
な
げ
た
い
。

要
望　
風
水
害
時
の
避
難
所
で
あ
る
公

民
館
の
駐
車
場
は
十
分
に
あ
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
、
市
民
が
普
段
か
ら
持
っ

て
い
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
例
え
ば
、

大
根
公
民
館
の
場
合
で
い
う
と
、
隣
の

農
協
大
根
支
所
の
駐
車
場
、
向
か
い
の

大
根
小
教
職
員
の
駐
車
場
、
大
根
小
の

駐
車
場
や
校
庭
を
、
公
民
館
に
大
勢
が

集
ま
る
時
な
ど
に
頻
繁
に
使
わ
せ
て
も

ら
い
、
周
辺
住
民
が
そ
う
し
た
イ
メ
ー

ジ
を
持
て
る
よ
う
対
応
し
て
ほ
し
い
。

討
し
て
い
る
。

問　
全
国
各
地
で
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

や
※
Ｒ
Ｐ
Ａ
が
利
用
さ
れ
始
め
て
い
る
。

本
市
も
行
政
プ
ラ
ン
や
課
題
解
決
に
注

力
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
導
入

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
具
体
的
な
導
入
に
つ
い
て
、
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

把
握
や
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
業
務
支
援
な
ど
に
よ
り
、
教
職

員
の
多
忙
化
解
消
を
進
め
て
い
る
。

三
　
市
民
相
談
施
策
に
つ
い
て

問　
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
職
員

に
占
め
る
女
性
管
理
職
の
う
ち
課
長
代

理
級
を
20
％
以
上
、
課
長
級
以
上
を
12

％
以
上
と
す
る
本
市
の
目
標
の
達
成
状

況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
で
課
長

代
理
級
が
約
21
％
、
課
長
級
以
上
が
約

16
％
と
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。

ほ
か
、
学
力
向
上
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
、
質
問
し
た
。

の
給
料
月
額
と
勤
勉
手
当
の
支
給
率
を

引
き
上
げ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま

で
の
水
準
の
推
移
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
職
員
の
給
料
月
額
は
、
平
成

21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
は
引
き
下
げ
、

24
・
25
年
度
は
据
え
置
き
、
26
年
度
以

降
は
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

市
職
員
の
持
ち
家
の
住
居
手
当
が
廃

止
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

公
務
員
は
労
働
基
本
権
の
制
約
が
あ

り
、
人
事
院
勧
告
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

問　
期
末
手
当
の
支
給
率
を
引
き
上
げ

る
に
至
っ
た
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
若
い
世
代
や
多
様
な
人
材
が
議
員

を
志
し
、
市
民
の
負
託
に
応
え
て
、
よ

り
議
員
活
動
が
し
や
す
い
環
境
整
備
な

ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
改
正
す

る
も
の
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

不
況
が
続
く
中
で
の
期
末
手
当
の
支

給
率
引
き
上
げ
は
、
市
民
の
理
解
を
得

ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

答　
①
広
報
紙
な
ど
の
ツ
ー
ル
を
最
大

限
活
用
し
た
啓
発
を
実
施
す
る
。
②
県

内
で
検
挙
、
補
導
さ
れ
た
未
成
年
者
は

61
人
だ
が
危
機
感
を
持
っ
て
対
応
す
る
。

※RPA… Robotic Process Automation（ロボティック・プロセス・オートメーション）のことで、これまで人間のみが対応可能と想定されていた作業、もしくはより高度な作業を人間に代
わって実施できるルールエンジンやAI、機械学習などを含む認知技術を活用して業務を代行・代替する取り組み

用語解説

風
水
害
時
避
難
所
（
公
民
館
）
の

駐
車
場
を
確
保
せ
よ

相
次
ぐ
自
然
災
害
の
対
策
と

子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
ろ
う

職
員
に
行
政
プ
ラ
ン
や

課
題
解
決
に
注
力
で
き
る
環
境
を

ひ
き
こ
も
り
の
相
談
体
制
の
充
実
を

議
案
審
議
議
案
審
議
は

１
面
・
６
面
・
７
面
に
も
掲
載

（

）

市
長・副
市
長・教
育
長
の

期
末
手
当
の
支
給
率
を
引
き
上
げ

市
職
員
の
給
料
月
額
と
勤
勉
手
当
の

支
給
率
を
引
き
上
げ

市
議
会
議
員
の
期
末
手
当支給

率
を
引
き
上
げ

由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
自
治
事
務
次
官
通
知
で
も
示
さ
れ

て
い
る
が
、
国
家
公
務
員
の
特
別
職
の

給
与
改
定
、
他
の
自
治
体
と
の
均
衡
と

一
般
職
職
員
の
給
与
改
定
の
取
り
扱
い

の
３
点
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
市
職
員
の

支
給
率
引
き
上
げ
に
準
じ
て
特
別
職
の

支
給
率
を
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）


